
安全データシート

NE-0338

油性ペイントマーカーインキ 白

１．化学物質等及び会社情報

製品名

製造会社名 株式会社カズキ高分子

担当部門 品質保証室

住所 島根県出雲市長浜町849-4

電話番号 ０８５３－２８－２８４０ ＦＡＸ番号 ０８５３－２８－０２８０

２．危険有害性の要約

火薬類　分類対象外
可燃性・引火性ガス　分類対象外
可燃性・引火性エアゾール　分類対象外
支燃性・酸化性ガス　分類対象外
高圧ガス　分類対象外
引火性液体　区分3
可燃性固体　分類対象外
自己反応性化学品　分類対象外
自然発火性液体　区分外
自然発火性固体　分類対象外
自己発熱性化学品　分類対象外
酸化性液体　分類対象外
酸化性固体　分類対象外
水反応可燃性化学品　分類対象外
酸化性液体　分類対象外
酸化性固体　分類対象外
有機過酸化物　分類対象外

物理化学的危険性：
急性毒性(経口)　区分5
急性毒性(経皮)　区分5
急性毒性(吸入・ガス)　分類対象外
急性毒性(吸入・蒸気)　区分4
急性毒性(吸入・粉じん)　分類できない
急性毒性(吸入・ミスト)　分類できない
皮膚腐食性・刺激性　区分2
眼に対する重篤な損傷・眼刺激性　区分2A
呼吸器感作性　分類できない
皮膚感作性　分類できない
生殖細胞変異原性　区分外
発がん性　区分2
生殖毒性　区分1B
特定標的臓器・全身毒性(単回ばく露)　
　　　区分1(神経・腎臓・呼吸器・肝臓)　区分3(麻酔作用)
特定標的臓器・全身毒性(反復ばく露)
　　　区分1(神経系・呼吸器)
吸引性呼吸器有害性　区分1

健康に対する有害性：
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GHS分類

水生環境急性有害性　区分1
水生環境慢性有害性　区分2

環境に対す有害性：

ラベル要素

絵表示又はシンボル：
危険
注意喚起語：

危険　引火性液体及び蒸気　飲み込むと有害のおそれ(経口)　吸入すると有害(蒸気)　皮膚刺激　重篤な眼への刺激　発がんのおそれ
の疑い　生殖能又は胎児への悪影響のおそれ　臓器の障害(神経、腎臓、呼吸器、肝臓)　眠気やめまいのおそれ　

危険有害性情報：

国・地域情報：

注意書き：

【安全対策】容器を密閉しておくこと。熱火花、裸火、高温のもののような着火源から遠ざけること。－禁煙。防爆型の電気機器、換気装
置、照明機器を使用すること。静電気放電や火花による引火を防止すること。保護手袋、保護眼鏡、保護面を着用すること。屋外又は換
気の良い区域でのみ使用すること。ミスト、蒸気、スプレーを吸入しないこと。取り扱い後はよく手を洗うこと。
【応急措置】火災の場合には適切な消火方法をとること。吸入した場合、空気の新鮮な場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で休息させるこ
と。眼に入った場合、水で数分間注意深く洗うこと。コンタクトレンズを容易に外せる場合には外して洗うこと。皮膚に付着した場合、多量の
水と石鹸で洗うこと。衣類にかかった場合、直ちにすべての汚染された衣類を脱ぐこと、取り除くこと。眼の刺激が持続する場合は、医師の
診断、手当てを受けること。皮膚刺激があれば、医師の診断、手当てを受けること。
【保管】容器を密閉して涼しく換気の良い場所で施錠して保管すること。
【廃棄】内容物や容器を、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に業務委託すること。
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５．火災時の処置

消火方法

消火剤

周辺火災の場合、周囲の設備等に散水して冷却する。移動可能な容器は、速やかに安全な場
所に移す。消火作業の際には必ず保護具を着用する。火災発生場所の周辺に関係者以外の立
入りを禁止する。

2/5

初期の火災には、粉末、炭酸ガス、乾燥砂等を用いる。
大規模火災の際には、泡消化剤等を用いて空気を遮断することが有効である。棒状水の使用は、
火災を拡大し危険な場合がある。

粉末、炭酸ガス、泡、乾燥砂
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４．応急措置

目に入った場合

皮膚に付着した場合

吸入した場合

飲み込んだ場合

清浄な流水で１５分以上洗眼した後、痛みが残る場合は直ちに眼科医の手当てを受ける。
洗眼の際、瞼を指で開いて、瞼、眼球の隅々まで水がよくいきわたるように洗う。

汚染された衣類・靴等を脱がせ、水又は微温湯で流しながら、石鹸を使って皮膚をよく洗
い流す。痛み、炎症があれば医師の処置を受ける。

本人を風通しのよい場所に移動させ、保温・安静に努める。必要ならば人工呼吸、酸素吸入
を行う。医師の診断を受ける。

意識のない被災者には口から何も与えてはならない。
主溶剤が揮発性液体なので吐き出させると却って危険である。直ちに医師の診断を受ける。

３．組成・成分情報

単一製品・混合物の区別：　混合物

キシレン中にエチルベンゼン(安衛法通知対象物質７１/PRTR法第1種40)を含有する(総量の23.90%)
※

化学名 化審法 CAS No. EINECS No. 安衛法 PRTR法含有量%

キシレン 3-3 1330-20-7 137 1-8040-50

二酸化チタン 1-558 13463-67-7 236-675-5 192 非該当30-40

樹脂

添加剤
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８．暴露防止及び保護措置

保護具 呼吸器の保護具　　　　・・・有毒ガス用防毒マスク

保管 直射日光を避け、換気のよい冷暗所（５－４０℃）に保管する。
着火源、高温物等を近づけない。
酸化性物質他混触物質と共存させない。
容器は密閉し、蒸気の発生を防ぐ。

７．取扱い及び保管上の注意

取扱い 取扱場所周辺では火気、静電気、衝撃火花等の着火源の存在を厳禁する。
静電対策を行い、作業衣、安全靴は導電性のものを用いる。
液の漏洩及び蒸気の発散を極力防止する。
蒸気発生する場所には局所排気装置を設ける。
接触・吸収の恐れある時は個人保護具を着用する。

環境 付近の着火源となるものを速やかに取除く。流出した製品が河川等に排出され、環境への影響を起こさ
ない様に注意する。
少量の場合、漏洩液は土砂等に吸収させて蓋付容器に回収する。
多量の場合、土砂などで流れを止め、液の表面を泡で覆った後回収する。
火花を発生しない安全なシャベル等を使用するのが望ましい。

人体 風下の人を避難させる。漏出した場所の周辺にはロープを張る等して人の立入りを禁止する。作業の
際には、必ず保護具を着用し、蒸気の吸入や皮膚に触れることを防止する。

蒸気発生の多い場合は、噴霧注水で蒸気発生を抑制する。

６．漏出時の処置

化学名 管理濃度 許容濃度(日本産業衛生学会) 許容濃度ACGIH(TWA)

キシレン 100ppm 100ppm 100ppm

二酸化チタン 4mg/m3 10mg/m3

樹脂

添加剤
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１１．有害性情報

眼…蒸気、液ともに中程度の刺激がある。
皮膚…弱い刺激性がある。繰返しの接触により軽い脱脂症状を生ずる。

刺激性　　　　　

吸入　200ppm…眼、鼻、喉の刺激性、めまい、食欲不振、強調運動失調（キシレン）
ラット経口LD　4300mg/kg(キシレン)

急性毒性：　　　　　

吸入　
30ppm…頭痛、不眠、動悸、筋力低下　
100ppm…吐き気、食欲不振等の消化器症状が見られる。

亜急性毒性：　　　　　

１０．安全性及び反応性

常温で安定安定性　　　　　　　　

酸化性物質等と触れると反応する危険性がある。避けるべき条件　　　

3.7（空気1）(キシレン)蒸気密度　　　　　　　
水0.2g/100ml、アルコール、エーテルなどの有機溶剤に可溶（キシレン）溶解性　　　　　　　　

6-9vol%爆発特性　上限　　　
1vol%爆発特性　下限　　　
650-870 Pa (20℃)蒸気圧　　　　　　　　　

136-144℃（キシレン）沸点　　　　　　　　　　 -30℃で凝固しない。凝固点　　　　　　　　　　
25-32.5℃(キシレン)引火点　　　　　　　　　
432-463℃(キシレン)発火点　　　　　　　　　

低粘性液体物理的状態　 　　　　

白色色　　　　　　　　　　   

芳香臭臭い　　　　　　　　　　

1.30比重　　　　　　　　　　

９．物理的及び化学的性質

化学名 ラット経口LD50 マウス経口LD50 ウサギ経口LD50

キシレン 4300mg/kg no data no data

二酸化チタン 10000mg/kg no data no data

樹脂

添加剤
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　本資料の記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データに基づいて作成しており、記載内容は新しい知見により改訂
されることがあります。
　また、特殊な取扱いの場合には、用途、用法に応じた安全対策の上ご使用下さい。
　なお、本資料の記載内容は、情報提供であって補償するものではありません。

１５．適用法令

消防法：危険物第４類第２石油類（非水溶性液体）
労働安全衛生法：危険物（引火性のもの）　有機則　第２種有機溶剤
労働安全衛生法第57条の2　名称等を通知すべき有害物
毒物劇物取締法：劇物
船舶安全法：高引火点引火性液体
海洋汚染防止法：ばら積み運送　有害液体物質(C類物質)
ＰＲＴＲ法：第1種指定化学物質

１４．輸送上の注意

・運搬に際しては、容器に漏れのないことを確認し、転倒、落下、損傷のないように積み込み荷崩れの防止を確実に
行なう。
・取扱い及び保管上の、注意の項の記載による他、引火性の強い・有害性液体類に関する一般的な注意事項による
。

陸上：　　　　　消防法、毒物及び劇物取締法

海上：　　　　　船舶安全法、港則法

航空：　　　　　航空法

ｸﾗｽ3.3/P.G.III(ｷｼﾚﾝ)国連分類　　　

１３．廃棄上の注意

・廃製品・廃容器は産業廃棄物として処理する。
・取扱い及び保管上の注意の記載による他、引火性の強い・有害性液体に関する一般的な注意事項による。

１２．環境影響情報

生分解性良好(キシレン)分解性　　　　　

データ無し。蓄積性　　　　　

甲殻類LC50  (96Hr) 2-12 ppm(キシレン)魚毒性　　　　　

オクタノール/水分配係数 log Pow 2.8-3.2　(キシレン)その他　　　　　

1307(ｷｼﾚﾝ)国連番号　　　

１６．その他の情報


